




１．プロローグ
　沖縄県の各市町村字では、戦争編を発刊し
故郷の沖縄戦を記録しています。豊見城市で
も、2001（平成13）年に「豊見城村史　第6巻　
戦争編」を発刊。豊見城村の戦争における特
徴と体験者の証言をまとめました。記録が残
された一方、年々戦争体験者が少なくなり、
沖縄戦の記憶の継承が課題となっています。
豊見城市教育委員会では、戦争を知らない世
代に故郷の沖縄戦を伝えようと、2年間にわ
たり、戦争体験者の話を映像に記録しました。戦前、戦中、戦後、豊見
城の戦争とはどのようなものだったのでしょうか。

２．戦前の豊見城村
　沖縄本島南部に位置する豊見城市。村から市になったのが 2002年。
戦争当時の人口はおよそ9000人。当時は大きい字

あざ

が11あり、その中に
小さな23の字がありました。米作りに野菜、サトウキビ、畳の原料や
塩づくり等、県下でも有名な農村として名を馳せていました。

語り継ぐ受け継ぐ豊見城の戦争記憶
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３．尋常小学校から国民学校へ
　戦前、豊見城村には2つの小学校がありました。豊見城第一尋常高等
小学校（通称一

いち

豊
とよ

）今の長嶺小学校、豊見城第二尋常高等小学校（通称二
にい

豊
とよ

）今の座安小学校です。
　当時は尋常科6年、高等科2年、合わせて8年間あり、今の中学2年生
までの子ども達が小学校に通っていました。1941（昭和16）年、太平洋
戦争開戦の年に、2つの学校は「国民学校」と名前を変えます。国民学校
になり、教育が大きく変わります。全ての学校で、子ども達に、軍国主
義教育が徹底されていくのです。

４．沖縄守備軍（第32軍）創設
　1944（昭和19）年3月、沖縄守備軍（第32軍）が創設されます。以降、
沖縄に続々と軍隊が配備されます。豊見城村の各集落にも日本軍の部隊
が駐屯します。沖縄守備軍は、全島要塞化を目指し、陣地壕づくりと、
飛行場建設を同時に進めて
いました。働ける住民はす
べて労働力として、陣地壕、
戦車壕、与根飛行場の滑走
路づくりに子どもから大人
まで、全ての住民が動員さ
れました。国民学校の児童
も軍に協力。奉仕作業に動
員されます。

豊見城第一国民学校（昭和12年頃） 豊見城第二国民学校（昭和19年頃）

沖縄守備軍（第32軍）　1945（昭和20）年2月
沖縄県公文書館所蔵（写真番号　73-14-4）
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５．学童疎開
　1944（昭和 19）年7月、沖縄県は、学童集団疎開を決定します。豊見
城村の学童疎開先は、宮崎県。8月に二

にい

豊
とよ

58人が北
きた

郷
ごう

村へ疎開。9月に
一
いち

豊
とよ

179人が岩
いわ

戸
と

村と上
かみ

野
の

村へ疎開します。学童疎開の子ども達をもっ
とも苦しめたのは食べ物でした。疎開先でも戦況の悪化に伴い、食料調
達が厳しくなっていったのです。食べ盛りの子どもたちにとってひもじ

６．十・十空襲
　1944（昭和19）年10月10日、アメリカ軍は延べ1396 機の艦載機で奄
美諸島から沖縄・宮古・八重山まで、南西諸島の飛行場と港湾を破壊、市

さは耐え難く、勉強よりも食べ物
が優先。食べ物を探し、食べられ
るものはなんでも食べたといいま
す。初めて体験する寒さにも苦し
みます。飢え、寒さを耐えながら、
遠く離れた故郷・沖縄の家族を想
い、その無事を祈る長い2年間で
した。

街地を攻撃します。早朝から午後4
時頃まで長く続いたこの大きな空襲
で、那覇はほとんど焼き尽くされて
しまいます。いわゆる『十

じゅう

・十
じゅう

空
くう

襲
しゅう

』
です。
　豊見城村には攻撃も被害もありま
せんでした。しかし、米軍攻撃の強
烈な印象として、豊見城村の多くの
人が鮮明に記憶しています。一

いち

豊
とよ

の
子ども達を宮崎へ送り届けた疎開船
迅
じん

鯨
げい

もこの空襲で撃沈されます。空
襲後、豊見城村には那覇から避難民
が押し寄せました。

宮崎県岩戸村（現高千穂町）に疎開した一豊

那覇の港湾施設　1944（昭和19）年10月
沖縄県公文書館所蔵（写真番号　108-28-4）
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７．空襲と艦砲射撃
　1945（昭和20）年1月からアメリカ軍の攻撃が本格的になります。家
の壕や集落の壕に避難する生活が始まります。2月中旬から防衛招集が

８．第二野戦病院壕
　豊見城グスクの第二野戦病院壕では、3月23日、看護教育を終えた私
立積

せき

徳
とく

高等女学校の女子生徒25名が従軍。当初は負傷兵が少なく静か
でした。4月中旬から中部の戦闘で負傷した兵隊が数多く運び込まれま
す。二段ベッドにいっぱいの患者たちを看護する日々。家族の写真や名

あり、男性は戦場へ送り
出されます。
　3月下旬、ついにアメ
リカ軍が沖縄近海を取り
囲みます。艦載機からの
銃爆撃、軍艦からの艦砲
射撃が開始されます。3
月中旬から下旬にかけて、
山原疎開が始まったので
す。

刺を見せ、死を覚悟した兵隊たち。壕入口
に爆弾が落ちることもありました。5月下
旬、糸満市（旧真壁村）糸洲に撤退するまで
の2か月間、傷病兵の看護にあたります。

真玉橋の空襲　1945（昭和20）年4月30日
米国立公文書館所蔵

第二野戦病院壕入口（戦後）第二野戦病院壕内部（戦後）　鉄骨は戦後造られた
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９．山原（ヤンバル）疎開
　沖縄県は2月に北部疎開命令を出し、疎開地も指定します。豊見城村は、
大宜味村の喜如嘉、田嘉里、謝名城の3集落でした。本格的に山原疎開
し始めたのは3月。家族で、親戚と、字全体で、大宜味村へ向いました。
山原疎開の生活は、飢えとの戦いでした。食べ物を探しまわり、集落に
下りては、畑の芋をあさったり、毒抜きが大変なソテツも食べたりしな
ければならない状況で、身体的にも精神的にも追い込まれていきます。

10．米軍上陸
　アメリカ軍は3月26日〜 29日に慶良間諸島全域を制圧します。アメ
リカの沖縄攻略部隊は、空母40隻、戦艦30隻をふくむ艦船約1500隻、
上陸部隊18万2800人。後方支援部隊を加えると54万8000人。それに
対して沖縄守備軍は防衛隊や学徒隊合わせても約10万人でした。4月1
日、ついに米軍は沖縄本島に上陸し、大規模な地上戦が始まります。

謝名城の避難場所（2015 年） 避難小屋（名護博物館再現）

沖縄本島の上陸　1945（昭和 20）年4月1日
沖縄県公文書館所蔵（写真番号　83-08-4・83-23-2）
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11．南部避難
　アメリカ軍上陸後、戦況は日ごとに悪化。5月 27 日、遂に首里の沖
縄守備軍司令部は南部へ撤退します。同じ日、豊見城グスクの第二野戦
病院壕も旧真壁村の糸洲壕へ撤退。5月下旬、豊見城村では、目の前に
迫るアメリカ軍から逃れようと、村内の壕に避難していた多くの住民が
南へと避難していきます。

海軍司令部壕へ攻撃　1945年6月13日
米国立公文書館所蔵

豊見城グスク　1945（昭和20）年6月
沖縄県公文書館所蔵（写真番号　75-01-4）

瀬長海岸　1945年6月
沖縄県公文書館所蔵（写真番号　86-23-3）

空爆を受ける瀬長島　1945年6月12日
沖縄県公文書館所蔵（写真番号　72-41-3）
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12．小禄飛行場と海軍司令部壕
　5月28日、海軍大田司令官は豊見城村の海軍司令部壕に移動します。
6月4日、アメリカ軍は、小禄半島に上陸、6月6日には小禄飛行場を占
拠します。隣接する豊見城村の住民も米軍に包囲され逃げ場を失います。
豊見城村の村内での住民の戦死者が1000人以上です。全戦死者の3人
に1人が村内で亡くなったことになります。そのほとんどがこの 6月に
亡くなったのです。

13．米軍捕虜
　日本兵と住民が入り乱れた南部に、米軍は容赦ない攻撃を加えます。
その結果、住民に多くの犠牲者が出ます。道端の無数の死体をみて、誰
もがいずれは自分もこうなることを覚悟します。どうせ死ぬのなら豊見
城村へ帰ろうと決意、戻る途中でほとんどの住民が米軍の捕虜となりま
す。壕や墓の中に隠れていた住民も、投降の呼びかけに応じ、米軍の捕
虜となります。米軍の捕虜にされた住民は、陸から海から中北部の各収
容所に移送されます。南部で捕虜となった人々のほとんどが、まず豊見
城村の伊良波収容所に送られました。伊良波収容所は、捕虜直後の一時
的な収容所でした。

制圧された小禄飛行場
沖縄県公文書館所蔵（写真番号　94-17-4）

海軍壕　司令官室（戦後）

伊良波収容所　1945（昭和20）年6月20日　沖縄県公文書館所蔵（写真番号78-39-4・79-06-1）
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14．豊見城への帰村・帰字
　収容所から豊見城村に戻って来たのは、1945（昭和20）年12月頃から
1946（昭和21）年の初めごろです。しかし、戻れたのは自分の集落では
なく、伊良波、座安、渡橋名の3か所の収容所でした。豊見城村でのテ
ント生活が始まりました。配給はありましたが十分でなく、大人から
子どもまでいつもお腹をすかせ、食べ物を探しました。この収容所から、
焼け野原となり荒れ地となった生まれジマの集落に行き来しては食べ物
を探しました。学校が、青空教室で再開されます。臨時で渡橋名に一豊、
座安に二豊が出来ます。
　集落に戻ることが出来たのは、1946（昭和21）年4月〜7月頃、字によっ
て違いました。アメリカ軍部隊や施設があった字は、戻るのが遅れます。
豊見城村で焼け残った家は、116戸。戦前の集落の家々は9割以上を焼
失していました。焼け残った家やテントで数家族と雑居生活をはじめな
がら、共同作業でキカクヤーと呼ばれる規格住宅を建てていきます。配
給物資だけでは足りないと、米軍のごみ捨て場から食べ物や資材を拾う
「戦果」で飢えをしのぎます。

15．本土疎開と学童疎開の帰郷
　本土疎開の帰郷は1946（昭和21）年8月17日、帰還第一船が久場崎港
に着岸したのを皮切りに那覇港に次々と疎開者が戻ってきました。豊見
城の二

にい

豊
とよ

疎開団は10月5日に、一豊疎開団は10月下旬〜12月下旬に帰
還。2年ぶりの豊見城、生まれジマに戻ってきました。

戦後、字の共同作業で家々が作られていく　
1956（昭和31）年　宜保
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16．不発弾事故
　米軍は、陸から海から空から、680万発の砲弾を撃ち込みました。そ
の凄まじさは「鉄の暴風」と呼ばれました。沖縄戦が終わった後、残され
た不発弾は1万トンと言われています。終戦直後、不発弾の爆発事故が
相次いで起りました。当時はいたるところに不発弾があり、子どもたち
が気軽に手に取ることが出来たのです。豊見城村でも不幸な事故があり
ました。

17．字の慰霊塔
　戦後、収容所から字に戻った人々は、食べものの生産と調達、家づく
りを進めていきながら、同時に、集落に散乱する遺骨を拾い集め、納骨
する慰

い

霊
れい

塔を作っていきます。豊見城村でも各字に慰霊塔が建てられま
す。その後1960年代には、那覇市識名に建てられた「戦没者中央納骨所」
へ遺骨が移動され、こうして各字の慰霊塔はほとんどが姿を消しました。

現在でも豊見城市内で数多くの不発弾が地中から見つかる。

豊見城の慰霊祭　英魂之塔と北琉之塔　1955 年以降 真玉橋の眞玉之塔　1963年以前

今、豊見城市に残る慰霊塔は、配属部隊にゆ
かりのある人々によって建てられたものです。
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18．平和の礎・豊見城
　沖縄戦で亡くなった豊見城村の人々は約3600人。当時の人口の10
人に4人が犠牲となりました。そのうち、豊見城村内で亡くなったのは
約1100人。多くの犠牲者が出た理由は、沖縄戦激戦地の南部にあって、
那覇市に隣接し、軍事施設、都市攻撃への余波を受けたこと、また、日
本軍の南部撤退の影響がありました。

19．エピローグ（あの地を訪れて）
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